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2019～2020 年度 国際ロータリーのテーマ 

ロータリーは 世界をつなぐ 
 

マーク・ダニエル•マローニー 
 

2019～2020 年度 

国際ロータリー会長 
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例会日 毎週金曜日［１２：３０～１３：３０］ 

例会場 菊寿殿 おがわ 小松島市小松島町字外開 7-1  

TEL：0885-32-0205 

事務所 例会場と同じ 
 

編集／会報雑誌 広報ＩＴ委員会 

2019 年 8 月 16 日 

第 3316 回 例会記録 

会員総数 28 名 

出席会員 21 名 

本日出席率 75.00 ％ 

前回出席率 71.42 ％ 
 

会 長 報 告  

（木村 幹男） 

台風一過ですが、阿波おどりの中止による経済への影響は大きそ 

うです。大型クルーズ船の入港も中止になったそうです。 

また、米中関係、日韓関係でもいろいろあります。 
 

当クラブのホームページの週報は続けますので、例会に出席でき 

なかった会員は H.P.で例会内容をご覧ください。 
 

バンさんに米山記念奨学生証明書が届いております。 

本日は民族衣装アオザイを着て出席されています。 
 

幹 事 報 告  

（芝  敏廣） 

17 日には、会員増強セミナー等があり、出席してきます。 

9/13 の例会は移動例会です。（於 あいさい、いつもの時間） 
 

委員会報告  東條 SS 委員長 

 芝幹事：台風では全隻無事であった。 

 樫原会員：孫が 3人帰って来ていて、我が家は台風二家です。 
 

卓 話 
 

 

芝 会員：“漢詩の紹介” 

 漢詩とは、中国の伝統的な詩で韻文における文体の一つです。漢字文化圏

（中・日・韓・古代ベトナム等）に広まりましたが、韓国・ベトナムは漢字を使わなくな

りました。日本では 8世紀半ばに漢詩集「懐風藻」が編纂されています。 
 

外国航路の船員（技術系）だったが、結婚し子どもが生まれた頃に内海航路の

岩国開運に勤めました。その頃お世話になった方に漢詩「勧酒」を紹介され、その

後、井伏鱒二の名訳に出会い惜別の詩であることを知りました。 
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お世話になった方とは長い付合いですが、その方が終戦後の軍事法廷を描いた

映画を観て、手紙で紹介された漢詩です。 
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 杜甫が漢に仕官した直後に戦乱となり、長安が陥落し杜甫は幽閉された。 
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 戦後、皇帝に意見して馘首となる。 

 曲江：長安中心部より数キロのところにある池の名、風光明媚な所とのこと。 
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 中々勝手なことを言っていますが、漢詩としては型破りなものです。 
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 “春は眠たくて起きられない”との朝寝坊の詩ではなく、春の夜の心地よい眠りか

ら、春はのんびりとできることを詩にしたもの、だそうです。（記録者） 
 

≪漢詩について≫ 

唐以後に定められた新しいスタイルに則って詠まれた漢詩では、句法や平仄、

韻律（平水韻）に厳格なルールが存在するそうです。 

また、句数・1句の字数から五言絶句・七言絶句・五言律詩・七言律詩等に分類

されます。 
 

 海運会社に勤めた時にエンジニアとして初任給が 4 万円弱、支度金 24 万円貰

いました。その後のストライキの時に、米国バンクーバー、パナマ運河、東海岸、大

西洋を渡り、スエズ運河が通行止めだったのでアフリカ廻りで帰国しました。帰国

するとストライキは終わっていました。紅衛兵が盛んな時期のことでした。 

 

ニ コ ニ コ 箱 芝 幹事、樫原会員 

 

会員掲示板  9 月 13 日の例会は移動例会です。（於 あいさい、いつもの時間） 

 

そ の 他  

 
 

 


